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資料４



こどもまんなか社会を目指した構造改革イメージ
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従来型社会保障の理念 社会保障構造の現状 社会保障のパラダイムシフト

• 労働人口減少、高齢者人口増加による
• 税収・社会保障担い手の減少
• 年金支給額の減少

• 育児負担増による、少子化の進行など

・高齢者再雇用の促進
・年金支給開始時期の延期
・こども財源の大幅拡充
・育休（育業）取得の促進
・伴走型支援の拡充
・医療・保健DX連携など



従来のプル型からプッシュ型サービスへの転換
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プル型
(申請・窓口主義)

プッシュ型
(DX・伴走主義)

国民

データ連携＆自治体間等の連携

国民

医療機関 窓口A 保健・保育・教育機関窓口B

個々人がそれぞれ必要な事は、それぞれのタイミングで自らが申請

①出産

役所

②保育

サービス側で先回りして適切に情報連携し、国民にプッシュでアプローチ

医療機関 自治体A 保健・保育・教育機関自治体B

①妊娠・出産 ②保育先回りして
アプローチ

先回りして
アプローチ

自らが申請 自らが申請

申請 申請

第1回資料を一部改訂



住民の移動を前提としたデジタル化の構造
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婚活 結婚 妊娠 出産 / 周産期医療 保育・子育て

A市

B市

C市

D市

① ① ① ①

②

②

②

①住民と自治体の接点デジタル化
子育て支援アプリ/SNSなど

居住自治体
の変化

住民の
ジャーニー

各医療機関
の受診・健診 ○産婦人科クリニック

②自治体間等連携のデジタル化
自治体間等の個人情報連携

③健診・診療情報などの行政データ連携
全国医療情報プラットフォームとの連携

△病院 □小児科

③ ③ ③

第1回資料を一部改訂

◇健診

③



（参考）健診・診療情報などの行政データ連携
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医療DXとして政府が推進する全保険診療機関での診療情報、自治体実施の予防接種・健診情報などのプラット
フォーム構築に合わせて、自治体・保健機関等へデータ連携することで、先回りしたプッシュ型伴走支援を可
能にする

医療DX推進本部会議資料（令和4年11月24日）より抜粋
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/iryou_dx_suishin/index.html

電子カルテからは3文書6情報の共有が実現する見込みだが、情報種類が限定的で、
今後情報項目の拡大、同意取得方法、想定される行政手続きについての整理など
こども行政の立場から積極的に関与していくいく必要があるだろう

第1回資料を一部改訂



令和5年度のマイルストーン（案）
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①住民と自治体の接点デジタル化
子育て支援アプリ/SNSなど

②自治体間等の連携デジタル化
自治体間の個人情報連携

③健診・診療情報などの行政データ連携
全国医療情報プラットフォームとの連携

• プッシュ型の伴走型支援で大幅に増える業務に必要な自治体間
等の連携業務DXについて調査事業を立ち上げる

• 母子保健や学校保健のあり方を政府整備予定の医療DX基盤であ
る情報プラットフォーム基盤との連携仕様・法令について省庁
横断の検討会を立ち上げる

• 保育などを含め、規制緩和や通知改正などで合理化できる案件
を一部実施の上で「骨太の方針」に掲載する

• 自治体の相談窓口のオンライン化（アプリ含む）を100％にする
• R5年度内での給付クーポン型実施自治体を20％まで引き上げる
• R6年度から給付クーポンの導入予定を80％にする
• 給付クーポン等のサービスの最低限の標準仕様を策定する

（例. 利用情報がタイムリーに自治体連携、伴走支援に活用されること）
（例. クーポン対象カタログ品が、適切に価格設定がされること）

プッシュ型の伴走型支援 短期的なマイルストーン（R5年度）



こどもDX推進の協働プラットフォームの必要性
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こども
保護者
国民

政府
制度策定
財源確保
規制緩和

自治体
制度実施
予算分配

保育
事業者

サービス
提供

公的
機関

サービス
提供

DX
サービス
事業者

サービス提案
システム提供

政府
事業者

保護者

自治体

不便・ムダ・ムラ・ムリ
を取り除く

より迅速に
より効率的に
より効果的に

こどもDX推進協会 (プラットフォーム)

こども領域は、政策の的確性・実効性を担保してすべてを加速させるプラットフォームが重要。

例えば、医療・保健は、“業務” “お金” “情報”の流れがバラバラであるため、
政策の入り口と出口がつながらず、構造的に成果が出るのが遅い。

コロナをキッカケに医療DX・保健DXとして統合し、加速に向かっている。



こどもDX推進の協働プラットフォーム設立
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企業だけではなく
自治体等も参画対象
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こどもDXの主な論点（ ①こども・ 家庭向け）

伴走型支援の

活用促進

行政手続きの

オンライン化

施設見学／一時保育の

オンライン予約

プッ シュ通知による制度案内や、 オ
ンラインでの相談予約等により伴走
型支援の利用を促進

入園申請などの子育て関連の
行政手続きをマイナンバーカード
を活用したオンライン申請によ
り 、 来庁せずにスマホで完結

施設に向けた各種申請（ 見学や一
時保育の予約等） もオンライン化
により 、 保護者の負担を少なく 実
施可能に
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こどもDXの主な論点（ ②施設・ 自治体向け）

保育士の負担軽減や質・ 安全性向上 指導監査

運営費の給付事務 こどもに関するデータ連携

・ 定量的に計測可能な項目は
　 オンライン上で監査を実施
・ 監査者／被監査者双方の
　 負担軽減を実現するほか、
　 実地監査時には保育環境等の
　 確認に重点を置けるよう に

・ 自治体の各部署や保育施設の
　 こどもデータを連携・ 分析し
　 真に支援が必要なこどもへの
　 早期アプローチを実現
・ 出生時からのデータ連携で
　 ワンスト ッ プの行政手続きの
　 実現にも寄与

・ 保育ICTシステムを活用し 、
　 保育士の事務負担を軽減
・ 事務負担によって創出された
　 時間をこどもに向けること
　 で、 保育の質を高めたり 、
　 こどもの安全性向上に寄与

・ 施設の職員情報と市区町村の
　 児童情報を連携し 、 給付申請
　 情報を自動作成
・ 施設、 市区町村の事務負担を
　 大幅に削減するほか、 ヒュー
　 マンエラーによる誤給付の
　 防止にも有効
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